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するよう心がけました。

また、この本を読むことで「数学は暗記物ではないのだ！」 と感じてい

ただけると思います。当然、覚えてもらわなければいけないことはたく

さんあります。だからこそ、覚えることと、理解しなければならないこ

とをハッキリと示している点も、この本の大きな特徴の一つと言えるか

もしれません。

ここで、この原稿を読まれた方々の代表的な言葉を引用させていただ

きます。

・この本の中には誰かがいて、中から話しかけてくるんですね！ 

・数学を正面から数字でわからせるのではなく、下のほうから細かく噛み

砕いて言葉で納得させてくれる本。

・中学時代に出会っていれば数学嫌いにはならなかった・・・

今回、指導要領の改訂により、新たに統計および図形の一部を加筆さ

せて頂きました。この『語りかける中学数学』は長らく愛されている本

ゆえ、なるべく当初のままの姿で今後も多くの方に読んで頂きたく、他

の部分にはあまり手を加えることなく改訂することにしました。ぜひ、

今後も多くの方に愛され続けることを願っております。

最後に、今は亡き恩師、初代教員養成カリキュラム開発研究センター長・

東京学芸大学教授、高城忠先生より、生前にいただいたこの本に対する

推薦のお言葉で結びたいと思います。

『 読 め ば わ か る ！ 』

この本が、独りで悩まれている多くの方々のお役に立てることを祈って

おります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋 一雄
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